福井県衛生環境研究センター研究員活動報告　概要
	発表演題名
	公衆浴場利用者の事故経験、入浴マナー遵守、入浴効果等に関する研究

	学会名
	第３５回北陸公衆衛生学会

	発表者名
	松井　利夫　（環境部）

	開催場所
	富山県民会館

	開催日時
	平成１９年１１月２２日（木）

	発表内容
	公衆浴場利用者の利用頻度、事故経験、入浴マナー遵守、入浴効果等を無記名自己記入式でアンケート調査した。有効回答数は1,746名（90.8％）で、60歳以上は59.6％であった。一人暮らしは537名（30.8％）であり、「健康状態がよい」は8割以上であった。利用頻度は「殆ど毎日」が36.7％、「3～4回/週」が34.4％であった。「迷惑をかける程度の『事故経験』」を聞いた。「転倒して迷惑をかけた」（1回）が2.8％、2回以上が0.6％で、「具合がわるくなって迷惑をかけた」（1回）が2.9％、2回以上が0.5％であった。概ね8-9割が入浴マナーを遵守し、飲酒習慣者で「飲酒後来る」は28.1％で、「のどが渇いた」場合に「水分補給する」は89.6％であった。医学生理学的な効果である「さっぱり感」、「快眠」、「疲労の軽減」では8割以上が肯定的回答であり、社会的健康効果の「顔見知りとの出会い」は6割前後が肯定的意見であった。自宅風呂での転倒事故事例調査（平成17年）から脱衣所（1.2％）、浴室（2.4％）であり、公衆浴場での転倒迷惑事故（3.4％）と概ね同程度であった。また、公衆浴場は「出会い」や「地域の交流の場」として役立っていることがわかった。



